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郡上農林■夏秋いちご 産地の拡大を模索 

 農業普及課では次年度の生産に向けて夏秋いちごの産地戦

略会議を開催した。 

 当日は、生産組合の代表をはじめ、ＪＡ、市役所の担当者

らが一堂に会し、夏の高温対策や県オリジナル品種の育成状

況、規格外品の新たな販売ルートの確保、新規就農者の確保

について活発に意見を交わした。 

 ４月中旬には定植が始まることから、栽培改善に向けた新

たな実証ほの設置などに取り組んでいくとともに、随時関係

者間の連携を深め産地拡大を推進していく。 

下呂農林■スイートコーン 産地振興プロジェクト推進委員会を設立 

下呂市では、昨秋より市、ＪＡ、県によりスイートコーンの産

地化に向けた協議を行い、３月18日に生産者及び農産物直売所設

置者を加えた産地化の推進母体となる「下呂市スイートコーン産

地振興プロジェクト推進委員会」を設立した。 

推進委員会では、農業普及課から設立の目的、活動内容や規約

等について説明を行い、委員長に下呂市農林部長が選任された。

また、生産拡大、販路拡大等のプロジェクト活動からなる「下呂

市スイートコーン産地振興プロジェクト」について農業普及課か

ら説明を行い、内容について意見交換が行われた。 

今後は、生産者の技術交流促進に向けた研究会の立ち上げ、作期拡大等各種実証ほの設置

を行っていく。 

 

郡上農林■水稲 良食味米生産への取組みが続々と 

 国の米政策が見直される中、郡上市内で良食味米生産に向

けた動きが活発化している。 

 １月 30 日と３月６日に大和町にある「郡上旬彩館やまとの

朝市」、２月 28 日に八幡町内の良質米生産者の会、３月７日

に明宝小川地区の営農組合会合において、郡上市やＪＡと協

力の下、米の食味向上研修会を開催した。 

郡上市農業アドバイザーからは、昨年、米・食味分析鑑定

コンクール国際大会で入賞した白鳥町の「六ノ里棚田米」の 

取組みが紹介され、これに準じた栽培技術の説明が行われた。 

 農業普及課では、平成 26 年度に良食味生産を目的に実証ほを設置し、食味向上と郡

上米のブランド化をさらに進めていくことにしている。 

西濃農林■トマト 海津トマト部会女性部目揃会と支部研修の開催 

 ３月４日に、海津トマト部会女性部目揃会が開催され、検査担当者から出荷規格につい

て説明があった。特に、昨年は５月以降の高温により、軟果等の品質低下が多かったこと

から、収穫果の着色を的確に変更することにより、品質維持を図るよう確認された。 

農業普及課からは、気候変動の大きい３月の栽培管理の注意点について説明した。また、

各５支部の中間検討会が随時開催されるため、高温対策を中心に研修を行う予定である。 
揖斐農林■茶 関西茶品評会上位入賞を目指した取組み 

平成27年に揖斐川町で開催される第68回関西茶業振興大会品評会において一等一席の農林

活力ある新産地づくり   

売れる農畜産物づくり   
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【郡上のコシヒカリ】 

  【会議風景】 

【推進委員会設立会議】 



水産大臣賞獲得を目指し、生産者、関係機関が一体となった取組みが始まっている。 

揖斐川町では3月14日、(農)桂茶生産組合において揖斐農林事務所主催による現地検討会を

開催した。当日は組合理事、関係機関が出品予定茶園を巡回し、生育状況等を確認した。室

内検討では今後の取組み、栽培管理、摘採計画について検討が行われた。今後、本年秋まで

に5回の検討会が計画されており、平成27年度に向けたサポートを続けていく。 

池田町では3月17日、4生産組合、関

係機関からなる推進協議会を設立し

た。今後、出品予定茶園を特定して適

切な栽培管理、手摘み、加工研修など

により出品茶づくりを推進していく

計画である。 

農業普及課ではモデル展示ほ場の

設置、摘採期前進・品質向上技術の実

証等により出品茶づくりを支援して

いく。 

可茂農林■茶 新規整備園で茶苗定植 

白川町内では、白川茶産地の生産基盤強化を図る 

ために、茶園の集約化や茶園整備を推進している。 

管理作業者の負担軽減や機械導入に対応できるよ 

うに急傾斜地茶園の傾斜を緩和する茶園整備を行っ 

ており、今年度の茶園整備はほぼ終了した。 

農業普及課は、新規整備園が早期に成園化される 

ように栽培管理支援を行っている。3月21日に白川 

町内の新規整備園において茶苗定植講習会を開催し、 

定植方法や定植後の管理について説明した。また、新規整備園を巡回し、定植やその

後の管理について指導を行っており、今後も幼木園の早期成園化を支援していく。 

恵那農林■シクラメン １年間の活動を踏まえ次年度活動方向を整理！ 

 中津川市・恵那市等のシクラメン生産者は、3 月 4 日に

本年度最後のシクラメン勉強会を開催し、この 1 年間の品

質向上の取り組みや産地ＰＲ活動を振り返り、次年度の方

向性の整理を行った。 

農業普及課は、シクラメンモニター販売、生花小売店と

の交流や恵那農校と明知鉄道とコラボレーションした「恵

那のシクラメン学校列車」などの産地 PR の活動支援を通じ

て知名度向上に結びついてきたことを報告し、次年度は産

地ビジョンの策定に向けた支援を行っていくこととした。 

 会員からは燃油価格が高騰し、燃油使用量削減に向けた取

り組みに高い関心を示し、木質バイオマスなどの代替エネルギーが活用できるのかを検討

していくこととなった。 

 農業普及課では、シクラメン勉強会等の活動支援を通して、恵那管内の花き産地の活性

化に向けた支援を行ってきた。次年度は花き関係の指導体制が見直されるが、継続的に支

援を行う予定である。 
農業経営課■ゼラニウム 岐阜県オリジナル品目の試作出荷始まる 

岐阜県の鉢物生産者で組織する岐阜花き流通センター農協で

は、大手育種会社等と連携し、優位販売のための仕組みづくり

に取り組んでいる。菊（ポットマム）、ゼラニウム、スパティ

フィラムの３品目を対象に各試作者による部会を立ち上げ、試

験研究機関、普及指導員、農業革新支援専門員等も参加し、定

期的な研究会を開催している。 

【揖斐川町：出品予定茶園の
生育状況について検討】 

【池田町：推進協議会設立
総会の様子】 

【新規整備園の茶苗定植】 

 

【シクラメン勉強会の様子】 

【目揃研修会の様子】 



３品目のうち、春出荷を目指したゼラニウム（品種：ホワイト トゥ ローズ）について、

３月28日に試作者が出荷予定のゼラニウムを持ち寄り、出荷規格などに関し目揃え研修会を

開催した。試作者と関係者との間では注文販売のみで行うこと、花茎数、サイズなどの出荷

規格の決定などの確認を行った。この品種は開花が進むにつれ、うすいピンク色から濃いロ

ーズ色に花弁の色が変化するという特長を持ち、差別化商品として市場関係者からも期待さ

れている。今月末から来月下旬まで試験出荷を行い、市場・小売りの反応等に関する情報収

集を行うとともに、今後、秋出荷作型の試作における現地調査等の支援を行っていく。 

岐阜農林■農家若手女性 わかばマーク女性研修会 

 ３月 10 日、本巣市のぬくもりの里において、わかばマーク農業

女性研修会を開催した。管内の女性農業経営アドバイザー２名を

講師に迎え、調理実習や昼食を挟んだ情報交換を行った。参加者

の自己紹介では「育児・家事・仕事が重なる」悩みが出されたが

、そこは経験豊富なアドバイザー、「すべて完璧にこなそうと思わ

ず、手を抜いて！」とアドバイスされた。 

飛騨農林■担い手 男女共同参画優良活動表彰にて農林水産大臣賞受賞！ 

 ３月６日に東京で開催された「農山漁村女性の日記の

つどい」において、高山市の(株)寺田農園代表取締役の

寺田真由美さんが「男女共同参画優良活動表彰」の次世

代を担う若手地域リーダー部門（経営参画部門）におい

て、県内では初となる最高の農林水産大臣賞を受賞され

た。 

 ご主人との共同申請による認定農業者や法人化による

代表取締役就任、加工場建設に伴う６次産業化への取り

組み、研修生の受け入れ等、女性の感性やセンスを生か 

した経営の充実などにより名実ともに家庭内、会社内、 

地域内での共同経営者としての地位を確立してきたことが認められた。 

農業普及課では、日ごろの普及活動に加え、推薦調書作成や当日の活動発表での助言な

ど全般にわたって支援した。 

東濃普及■瑞浪市土岐町 土岐町東部営農組合の設立準備進む  

土岐町東部営農組合の設立準備が進められてい

る。圃場整備後の農地の受け皿として設立されるも

ので、地域の水田農業の担い手９名が、オペレータ

型の任意組織として、４月 14 日の設立を予定してい

る。構成員個々の経営は残しながら、新しく委託さ

れる農地を営農組合が受託することにより、営農組

合主体の経営を確立していく。米の販売を含めた全

作業や部分作業の受託とともに、転作作物にも取り

組む計画である。２～４月に農事改良組合長会や集

落説明会を開催し、営農組合の設立と畦畔・水管理

に対する地権者の協力に理解を求める方向で周知を

図っている。 

農業普及課では、昨年４月に土岐町を重点支援地区に指定し、集落営農システム確立検

討委員会の組織化、同委員会の検討活動を関係機関との連携のもと支援してきた。次年度

は、新設された営農組合の経営安定と地権者の組織化を促進し、地域で農地を守るシステ

ムの確立支援に取り組んでいく。 

多様な担い手の育成・確保      

魅力ある農村づくり 

【調理実習】 

【集落説明会資料】 

【表彰される寺田さん】 

 

 

 


